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水
道
管
の
凍
結
に
注
意

　

冬
に
な
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に

保
温
材
や
布
な
ど
を
巻
き
、
そ
の

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を

巻
い
て
事
前
の
防
寒
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

な
ど
に
は
、
次
の
方
法
で
対
処
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、日
頃
か
ら
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
バ
ル
ブ
の

位
置
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

場
合
】

　
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
か
け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破

　
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
】

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
市
が
指
定
す
る
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
同
事
業

者
の
連
絡
先
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
上
水
道
施
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

問

  

瀬
戸
内
市
二
十
歳
の
集
い

市ホームページ

▽年末年始の地区別ごみ収集日程

日
曜日

　

年
末
年
始
に
あ
た
る
12
月
29

日
（
金
）
か
ら
令
和
６
年
１
月

３
日
（
水
）
ま
で
は
、
家
庭
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
年
末
は
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
量
が
増
え
る
時
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
燃
や
す

ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
の

地
域
に
お
い
て
、
下
表
の
と
お

り
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
収

集
の
日
程
は
、
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
る
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
（
金
）
か

ら
令
和
６
年
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
の
間
は
、「
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
も
め
」
へ
直
接
持
ち

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

（
牛
窓
町
牛
窓
２
２
８
）

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
７
５

年
末
年
始
の

　

ご
み
収
集
日
程

※収集の日程は、各家庭に配布している「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

　　　　　　日程
　
　　地区名

12 月 令和６年１月

日 29 30 31 １ ２ ３
曜日 金 土 日 月 火 水

　燃やすごみを
　月・木曜日に収集する地区

　燃やすごみを
　火・金曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

特別収集を除き、12 月 29 日から
１月３日までは収集を行いません。

問問

令和 5 年二十歳の集い

　
市
で
は
、
令
和
６
年
瀬
戸
内
市

二
十
歳
の
集
い
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

　

・
受
付　

　
午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

　

・
式
典　

　
午
前
10
時
40
分
〜

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
令
和
５
年
（
令
和
４
年
度
）
か

　
ら
「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳

　
の
集
い
」
に
名
称
を
変
更
し
て
い

　
ま
す
。　

　

社
会
教
育
課
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瀬戸内市統合報告書2022を公開しています瀬戸内市統合報告書2022を公開しています

「しあわせ 」を
ともに 実 感 できるまちへ

瀬戸内市 市長

武久 顕也
瀬戸内市議会議長

廣田 均

　瀬戸内市では、市の将来像「人と自然が織りなす しあわ
せ実感都市 瀬戸内」の実現に向け、「第３次瀬戸内市総合
計画」に基づき、市民の皆様と協働してまちづくりを進めて
います。今まで、より良いまちづくりを目指して様々な取組を
進めてきました。ふるさと納税を活用した国宝の太刀「山鳥
毛」の購入、国内最大級の太陽光発電所や企業の誘致など
により、本市の魅力は着実に高まっています。
　しかしながら、人口減少や少子高齢化、自然災害の激甚
化・頻発化などの課題に加え、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大による人々の働き方や価値観の変化、デジタル化
やゼロカーボンの推進による社会や経済の仕組みの変革な
ど、新たな課題も生じています。また、昨年から急速に進んだ
円安や、ロシアのウクライナ侵攻により物価が高騰し、現在
も皆様の暮らしに大きな影響を与えています。
　こうした中においても、将来世代が希望を持ち、住み慣れ
た地域で健やかに暮らし続けることができるよう、本市の将
来を担う子どもたちのために、新たな取組を進めていかなけ
ればなりません。平成27年に国連サミットで採択された
SDGsの視点も盛り込み、めまぐるしく社会が変化する時代
に柔軟に対応し、持続可能な地域づくりと、市民の皆様の

「しあわせ」実感につなげてまいります。
　現在は、子どもたちが食を通じて地域を理解すること、地
域の食文化の継承を図ること等を目的として、学校等の給
食に地場産物の使用を拡大するための取組「食のしあわせ
プロジェクト」を始めました。このプロジェクトを通じ、子ども
や保護者に食育の重要性を伝えるとともに、市内農業・漁業
の活性化を図ってまいります。
　また、これまで多くの子育て世代の方から要望があった公
園施設の整備計画に着手しました。子どもや保護者の笑顔
があふれる場所として、また高齢者もいきいきと憩える場所
として整備したいと考えています。
　社会の急激な変化に伴い、今後も果敢にチャレンジする
ことが求められています。脱炭素社会の実現、将来を見据え
た土地利用計画、デジタル社会の実現等、大きな目標の達
成に向かって進んでいかなければなりません。今後も市民の
皆様との対話を深めながら、企業誘致、錦海塩田跡地の太
陽光発電所から得られる固定資産税や土地の貸付料等を
有効に活用し、「瀬戸内市で暮らしたい」と思っていただける
まちづくりを推進してまいります。

「 選 ば れるまち」
瀬 戸 内 市 を目 指して

　瀬戸内市は平成16年11月１日に邑久郡３町の牛窓町、邑
久町、長船町が合併して誕生しました。本市は岡山県南東
部に位置し、気候が温暖で山河、海あり風光明媚です。海岸
線は東西に長く、一部が瀬戸内海国立公園に指定されてい
ます。
　牛窓町は日本のエーゲ海と呼ばれ、多島美が知られてお
り、また朝鮮通信使の寄港地でも有名です。邑久町は市の中
心で東西に県道の岡山ブルーラインが通り、千町平野の穀
倉地帯が広がっています。長船町は古くから山陽道の要衝
として栄え、日本刀の産地です。
　本市は、昔から農産物の生産が盛んで、米、野菜、最近で
はレモンなどの果実栽培も行われています。また、漁業は牡
蠣や海苔の養殖などが営まれています。また、工業団地の造
成が進められ、豆田工業団地には株式会社岡山村田製作所
が、宮下工業団地には大和紙器株式会社が進出しており、
これらに引き続いてアイリスオーヤマ株式会社が進出を予
定しています。
　本市は2050年までに市内の二酸化炭素排出量を実質ゼ
ロにする、ゼロカーボンシティ宣言を行いました。平成30年に
は錦海塩田跡地の活用に係る事業者による大規模な太陽

光発電所が稼働しました。令和２年には文化観光部が設立
され、国宝「太刀無銘一文字（山鳥毛）」を購入し博物館で
展示、観光誘致対策など様々な施策が取られています。
　明治21年に市制町村制が公布され、憲法制定・国会開設
を前提とした本格的な地方自治制度が創設されました。昭
和22年に日本国憲法とともに地方自治法が施行され、市町
村は地方自治法による地方自治体となりました。地方自治
は、公共団体の長つまり市長が予算編成権と執行権を持ち
ますが、独断専行で執行することがないよう議会として監視、
抑制することにより、執行側と議会側相互に均衡が保たれて
います。この根底には住民の福祉の向上が流れているからで
す。憲法第93条に地方公共団体は法律の定めるところによ
り、その議事機関として議会を設置するとされています。
　議会の権限は地方自治法で規定され、市の行財政の運
営、事務処理が適法適正に公平効率的になされているか監
視することであり、議会としての使命です。また、議会は住民
を代表する公選の議員をもって構成される地方公共団体の
意思決定機関です。今後も住民の幸福、福祉の向上のため、
行政チェックを行い、市の施策が真に住民本位で納得され、
親しまれ愛される議会を目指して努力する所存です。

ご　あ　い　さ　つ

令和5年3月31日現在

Message　｜　ごあいさつ
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瀬
戸
内
市
に
つ
い
て

メ
ッ
セ
ー
ジ

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

未
来
の
姿

取
組
実
績

デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン

ガ
バ
ナ
ン
ス

SETOUCHI CITY VISION

統合報告書とは？統合報告書とは？

　統合報告書は、財務データと非財務データ（管理体制、ＣＳＲ（企業の社会的責任）、知的財産など）の両方の
観点から、組織の強みや戦略、今後の事業展開や見通しなどをまとめた報告書です。組織の短期・中期・長期にわ
たる価値の創造について理解することができる、組織内外とのコミュニケーションツールとなるものです。

　市では、統合思考による持続可能なまちづくりを行うため、企業や大学を中心に作成されている「統合
報告書」を作成しました。国際統合報告評議会（ⅠⅠＲＣ）の枠組みに沿って作成した地方公共団体の統合
報告書としては全国で初めての取り組みです。市ホームページで公開していますので、ぜひご覧ください。

瀬戸内市統合報告書瀬戸内市統合報告書

「
し
あ
わ
せ
」
を

と
も
に
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

瀬
戸
内
市
 市
長

武
久
 顕
也

瀬
戸
内
市
議
会
議
長

廣
田
 均

　
瀬
戸
内
市
で
は
、市
の
将
来
像「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
 し
あ
わ

せ
実
感
都
市
 瀬
戸
内
」の
実
現
に
向
け
、「
第
３
次
瀬
戸
内
市
総
合

計
画
」に
基
づ
き
、市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。今
ま
で
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
を

進
め
て
き
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
国
宝
の
太
刀「
山
鳥

毛
」の
購
入
、国
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所
や
企
業
の
誘
致
な
ど

に
よ
り
、本
市
の
魅
力
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、自
然
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
な
ど
の
課
題
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
人
々
の
働
き
方
や
価
値
観
の
変
化
、デ
ジ
タ
ル
化

や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
よ
る
社
会
や
経
済
の
仕
組
み
の
変
革
な

ど
、新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
か
ら
急
速
に
進
ん
だ

円
安
や
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
物
価
が
高
騰
し
、現
在

も
皆
様
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、将
来
世
代
が
希
望
を
持
ち
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
市
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、新
た
な
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。平
成
27年

に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

SDGsの
視
点
も
盛
り
込
み
、め
ま
ぐ
る
し
く
社
会
が
変
化
す
る
時
代

に
柔
軟
に
対
応
し
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
、市
民
の
皆
様
の

「
し
あ
わ
せ
」実
感
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
は
、子
ど
も
た
ち
が
食
を
通
じ
て
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
、地

域
の
食
文
化
の
継
承
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、学
校
等
の
給

食
に
地
場
産
物
の
使
用
を
拡
大
す
る
た
め
の
取
組「
食
の
し
あ
わ
せ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、子
ど
も

や
保
護
者
に
食
育
の
重
要
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、市
内
農
業
・
漁
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
公

園
施
設
の
整
備
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。子
ど
も
や
保
護
者
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
場
所
と
し
て
、ま
た
高
齢
者
も
い
き
い
き
と
憩
え
る
場
所

と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、今
後
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。脱
炭
素
社
会
の
実
現
、将
来
を
見
据
え

た
土
地
利
用
計
画
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
等
、大
き
な
目
標
の
達

成
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
も
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、企
業
誘
致
、錦
海
塩
田
跡
地
の
太

陽
光
発
電
所
か
ら
得
ら
れ
る
固
定
資
産
税
や
土
地
の
貸
付
料
等
を

有
効
に
活
用
し
、「
瀬
戸
内
市
で
暮
ら
し
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
くり
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

瀬
戸
内
市
を
目
指
し
て

　
瀬
戸
内
市
は
平
成
16年

11月
１
日
に
邑
久
郡
３
町
の
牛
窓
町
、邑

久
町
、長
船
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。本
市
は
岡
山
県
南
東

部
に
位
置
し
、気
候
が
温
暖
で
山
河
、海
あ
り
風
光
明
媚
で
す
。海
岸

線
は
東
西
に
長
く
、一
部
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
牛
窓
町
は
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
呼
ば
れ
、多
島
美
が
知
ら
れ
て
お

り
、ま
た
朝
鮮
通
信
使
の
寄
港
地
で
も
有
名
で
す
。邑
久
町
は
市
の
中

心
で
東
西
に
県
道
の
岡
山
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
通
り
、千
町
平
野
の
穀

倉
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。長
船
町
は
古
く
か
ら
山
陽
道
の
要
衝

と
し
て
栄
え
、日
本
刀
の
産
地
で
す
。

　
本
市
は
、昔
か
ら
農
産
物
の
生
産
が
盛
ん
で
、米
、野
菜
、最
近
で

は
レ
モ
ン
な
ど
の
果
実
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、漁
業
は
牡

蠣
や
海
苔
の
養
殖
な
ど
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、工
業
団
地
の
造

成
が
進
め
ら
れ
、豆
田
工
業
団
地
に
は
株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

が
、宮
下
工
業
団
地
に
は
大
和
紙
器
株
式
会
社
が
進
出
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
引
き
続
い
て
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社
が
進
出
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
2050年

ま
で
に
市
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。平
成
30年
に

は
錦
海
塩
田
跡
地
の
活
用
に
係
る
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
所
が
稼
働
し
ま
し
た
。令
和
２
年
に
は
文
化
観
光
部
が
設
立

さ
れ
、国
宝「
太
刀
無
銘
一
文
字（
山
鳥
毛
）」を
購
入
し
博
物
館
で

展
示
、観
光
誘
致
対
策
な
ど
様
々
な
施
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
21年
に
市
制
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、憲
法
制
定
・
国
会
開
設

を
前
提
と
し
た
本
格
的
な
地
方
自
治
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。昭

和
22年

に
日
本
国
憲
法
と
と
も
に
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
、市
町

村
は
地
方
自
治
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
。地
方
自
治

は
、公
共
団
体
の
長
つ
ま
り
市
長
が
予
算
編
成
権
と
執
行
権
を
持
ち

ま
す
が
、独
断
専
行
で
執
行
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
議
会
と
し
て
監
視
、

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、執
行
側
と
議
会
側
相
互
に
均
衡
が
保
た
れ
て

い
ま
す
。こ
の
根
底
に
は
住
民
の
福
祉
の
向
上
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。憲
法
第
93条

に
地
方
公
共
団
体
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
権
限
は
地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
、市
の
行
財
政
の
運

営
、事
務
処
理
が
適
法
適
正
に
公
平
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
監

視
す
る
こ
と
で
あ
り
、議
会
と
し
て
の
使
命
で
す
。ま
た
、議
会
は
住
民

を
代
表
す
る
公
選
の
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
方
公
共
団
体
の

意
思
決
定
機
関
で
す
。今
後
も
住
民
の
幸
福
、福
祉
の
向
上
の
た
め
、

行
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、市
の
施
策
が
真
に
住
民
本
位
で
納
得
さ
れ
、

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

ご
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

令
和
5年
3月
31日

現
在

M
essage

　
｜
　
ご
あ
い
さ
つ

06
SETOUCHI CITY

07

瀬戸内市についてメッセージ将来像の実現に向けて未来の姿取組実績データセクション ガバナンス

SETO
U

C
H

I C
ITY

 V
ISIO

N

「
し
あ
わ
せ
」
を

と
も
に
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

瀬
戸
内
市
 市
長

武
久
 顕
也

瀬
戸
内
市
議
会
議
長

廣
田
 均

　
瀬
戸
内
市
で
は
、市
の
将
来
像「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
 し
あ
わ

せ
実
感
都
市
 瀬
戸
内
」の
実
現
に
向
け
、「
第
３
次
瀬
戸
内
市
総
合

計
画
」に
基
づ
き
、市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。今
ま
で
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
を

進
め
て
き
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
国
宝
の
太
刀「
山
鳥

毛
」の
購
入
、国
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所
や
企
業
の
誘
致
な
ど

に
よ
り
、本
市
の
魅
力
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、自
然
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
な
ど
の
課
題
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
人
々
の
働
き
方
や
価
値
観
の
変
化
、デ
ジ
タ
ル
化

や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
よ
る
社
会
や
経
済
の
仕
組
み
の
変
革
な

ど
、新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
か
ら
急
速
に
進
ん
だ

円
安
や
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
物
価
が
高
騰
し
、現
在

も
皆
様
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、将
来
世
代
が
希
望
を
持
ち
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、本
市
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、新
た
な
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。平
成
27年

に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

SDGsの
視
点
も
盛
り
込
み
、め
ま
ぐ
る
し
く
社
会
が
変
化
す
る
時
代

に
柔
軟
に
対
応
し
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
、市
民
の
皆
様
の

「
し
あ
わ
せ
」実
感
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
は
、子
ど
も
た
ち
が
食
を
通
じ
て
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
、地

域
の
食
文
化
の
継
承
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、学
校
等
の
給

食
に
地
場
産
物
の
使
用
を
拡
大
す
る
た
め
の
取
組「
食
の
し
あ
わ
せ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、子
ど
も

や
保
護
者
に
食
育
の
重
要
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、市
内
農
業
・
漁
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
公

園
施
設
の
整
備
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。子
ど
も
や
保
護
者
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
場
所
と
し
て
、ま
た
高
齢
者
も
い
き
い
き
と
憩
え
る
場
所

と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、今
後
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。脱
炭
素
社
会
の
実
現
、将
来
を
見
据
え

た
土
地
利
用
計
画
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
等
、大
き
な
目
標
の
達

成
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
も
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
、企
業
誘
致
、錦
海
塩
田
跡
地
の
太

陽
光
発
電
所
か
ら
得
ら
れ
る
固
定
資
産
税
や
土
地
の
貸
付
料
等
を

有
効
に
活
用
し
、「
瀬
戸
内
市
で
暮
ら
し
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
くり
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

瀬
戸
内
市
を
目
指
し
て

　
瀬
戸
内
市
は
平
成
16年

11月
１
日
に
邑
久
郡
３
町
の
牛
窓
町
、邑

久
町
、長
船
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。本
市
は
岡
山
県
南
東

部
に
位
置
し
、気
候
が
温
暖
で
山
河
、海
あ
り
風
光
明
媚
で
す
。海
岸

線
は
東
西
に
長
く
、一
部
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
牛
窓
町
は
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
呼
ば
れ
、多
島
美
が
知
ら
れ
て
お

り
、ま
た
朝
鮮
通
信
使
の
寄
港
地
で
も
有
名
で
す
。邑
久
町
は
市
の
中

心
で
東
西
に
県
道
の
岡
山
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
通
り
、千
町
平
野
の
穀

倉
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。長
船
町
は
古
く
か
ら
山
陽
道
の
要
衝

と
し
て
栄
え
、日
本
刀
の
産
地
で
す
。

　
本
市
は
、昔
か
ら
農
産
物
の
生
産
が
盛
ん
で
、米
、野
菜
、最
近
で

は
レ
モ
ン
な
ど
の
果
実
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、漁
業
は
牡

蠣
や
海
苔
の
養
殖
な
ど
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、工
業
団
地
の
造

成
が
進
め
ら
れ
、豆
田
工
業
団
地
に
は
株
式
会
社
岡
山
村
田
製
作
所

が
、宮
下
工
業
団
地
に
は
大
和
紙
器
株
式
会
社
が
進
出
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
引
き
続
い
て
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社
が
進
出
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
2050年

ま
で
に
市
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。平
成
30年
に

は
錦
海
塩
田
跡
地
の
活
用
に
係
る
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
所
が
稼
働
し
ま
し
た
。令
和
２
年
に
は
文
化
観
光
部
が
設
立

さ
れ
、国
宝「
太
刀
無
銘
一
文
字（
山
鳥
毛
）」を
購
入
し
博
物
館
で

展
示
、観
光
誘
致
対
策
な
ど
様
々
な
施
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
21年
に
市
制
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、憲
法
制
定
・
国
会
開
設

を
前
提
と
し
た
本
格
的
な
地
方
自
治
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。昭

和
22年

に
日
本
国
憲
法
と
と
も
に
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
、市
町

村
は
地
方
自
治
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
。地
方
自
治

は
、公
共
団
体
の
長
つ
ま
り
市
長
が
予
算
編
成
権
と
執
行
権
を
持
ち

ま
す
が
、独
断
専
行
で
執
行
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
議
会
と
し
て
監
視
、

抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、執
行
側
と
議
会
側
相
互
に
均
衡
が
保
た
れ
て

い
ま
す
。こ
の
根
底
に
は
住
民
の
福
祉
の
向
上
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。憲
法
第
93条

に
地
方
公
共
団
体
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
権
限
は
地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
、市
の
行
財
政
の
運

営
、事
務
処
理
が
適
法
適
正
に
公
平
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
監

視
す
る
こ
と
で
あ
り
、議
会
と
し
て
の
使
命
で
す
。ま
た
、議
会
は
住
民

を
代
表
す
る
公
選
の
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
方
公
共
団
体
の

意
思
決
定
機
関
で
す
。今
後
も
住
民
の
幸
福
、福
祉
の
向
上
の
た
め
、

行
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、市
の
施
策
が
真
に
住
民
本
位
で
納
得
さ
れ
、

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

ご
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瀬戸内市のパーパス（目指す将来像）

瀬戸内市の将来人口推計

「人と自然が織りなす　しあわせ実感都市　瀬戸内」の実現

瀬戸内市の未来に向けた主な取り組み

ゼロカーボンシティ宣言

二酸化炭素排出量が実質ゼロの未来に向け、効率的なエネルギー利
用や再生可能エネルギーの利用が徹底して進んだ持続可能なまちづ
くりを目指し、市民の皆さん、市内事業者の皆さんとともに一丸となっ
た取組を進めていきます。

太陽の恵みと広大な塩田跡地を活用
「太陽のまちプロジェクト」ゼロカーボンの

推進01 　塩田跡地は約1.６kmに及ぶ堤防で
錦海湾と接しており、災害に備えた管
理が必要です。堤防補強工事などの
安全・安心事業を実施し、地域の防災
面の安全・安心の確保と、跡地とその
周辺環境の安全で継続的な管理を
行っています。

　貸付料収入を活用して、地域の課
題解決を図り、将来につながる地域の
活性化や、子どもたちがまちに誇りを
持てる人づくりなどの取組を進めてい
ます。

　太陽光発電は、地球にやさしく、温
暖化対策に役立つ国産エネルギーで
す。また、塩田跡地の多くの動物、植物
の環境に配慮して、塩性湿地帯などに
は、原則、手を加えません。

①安全・安心を守る
　取組

②まちの活性化に
　つながる取組

③環境にやさしい
　取組

　近年、気候変動問題に起因するとされる災害の頻発化・激
甚化が世界規模で進んでいます。そのような状況下において
も、持続可能で安全・安心な暮らしを次世代に受け継いでい
くため、令和3年2月2日、2050年までに瀬戸内市の二酸化炭
素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ宣言」を行い
ました。

　瀬戸内市では、令和４年５月に環境省「地域脱炭素移行・
再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）」の採択を受けて
おり、ゼロカーボンシティ実現に向けて、市民・事業者の皆様
への太陽光発電設備、EV自動車、蓄電池等の導入支援を行う
ことで、地域資源を最大限活用した環境・経済・社会課題の同
時解決を図ります。

　瀬戸内市の錦海塩田跡地は、海よりも低く、ポンプ排水など
維持管理に関する課題を抱え、時には負の遺産と呼ばれること
もありました。瀬戸内市では、塩田跡地を日本最大級の太陽光

発電事業に活用することとして、 発電実施事業者に跡地を貸し
付け、未利用の土地を収益を生み出す土地へ転換し、貸付料
収入を活用して地域の課題解決と魅力向上を図っています。

パネル
出力

発電所
敷地面積

約260ha最大約235MWp

土地貸付料
（20年間）

100.5億円

▼瀬戸内市ポジショニング （日本最大級のメガソーラー発電所）
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瀬戸内市は、国・県指定の重要文化財が県下で３番目に多いまちで、
古くから開けた港町として栄えた牛窓エリア、竹久夢二の生家などの
文化資源を有する邑久エリア、作刀の中心地として栄えた長船エリア
など、瀬戸内市のイメージを形づくる重要な要素となっています。

歴史・文化、
芸術活動の推進02

山鳥毛が瀬戸内市の未来を照らす
「山鳥毛里づくりプロジェクト」

　日本刀の中でも、国宝、重要文化財に指定されている名刀が
多く産出された備前国。なかでも、古くから多くの刀工が作刀を
続け、備前刀の中心的な生産地であった瀬戸内市長船地区
は、現在も作刀が続いており、日本刀の聖地とも称されていま
す。瀬戸内市では、かねてから県外流出が懸念されていた、戦
国武将・上杉謙信の愛刀で備前刀の最高峰である国宝「太刀
無銘一文字（山鳥毛）」を生まれ故郷である「備前福岡」の地に
戻す「山鳥毛里帰りプロジェクト」を立ち上げ、令和２年３月、国
内外の数多くの方の支援を得て、クラウドファンディング等によ

瀬戸内市では、国宝「太刀無銘一文字（山鳥毛）」をはじめ、「本蓮寺本堂」や「夢二の生家」など多様な歴史文化資源を有しています。これらは地域のアイデンティティ
や市民の郷土愛の醸成において重要な要素となります。瀬戸内市では令和4年12月に文化庁から「瀬戸内市文化財保存活用地域計画」の認定を受けており、地域と
行政が一体となって歴史文化を守り伝え、歴史文化資源を保存・活用していくことでシビックプライドの醸成、地域の活力向上につなげていきます。

り「山鳥毛」を購入しました。
　瀬戸内市が所有した「山鳥毛」 は、子ども達への教育や地域
の活性化に寄与するだけでなく、日本刀の価値の向上と、刀工
達の作刀意欲と技術の向上に計り知れない影響があります。さ
らに、日本刀をきっかけに瀬戸内市に来訪する方々が、瀬戸内
市の魅力を感じていいただくことで、瀬戸内市の都市としての
価値を高めていきます。世界に誇る日本刀の文化・伝統技術を
活用し、オンリーワンのまちづくりを行います。

▼瀬戸内市の多様な歴史・文化資源

岡山県内の
国・県指定文化財数

山鳥毛
里帰りプロジェクト寄附金

8.8億円県内3位

岡山県内の
ふるさと納税寄付額ランキング

2022年：総務省
県内2位

▼瀬戸内市ポジショニング
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未来につなげたい、
大切な記憶「ハンセン病療養所世界遺産登録へ」

　瀬戸内市の南東部に浮かぶ長島は、かつて、たくさんの
人々が暮らしていました。瀬戸の多島美に抱かれ、四季折々
の風景とともに人々の営みがありました。しかし、美しい自然
とは裏腹に、人々の表情は決して明るいものばかりではあり
ませんでした。それは、この島で暮らす人々は、ハンセン病に
罹患したがために、家族から無理矢理に引き離され、故郷を
追われ、この島に隔離されていたからです。この島の人々は、
偏見や差別を恐れながら暮らしていました。この島には、悲し
い記憶があるのです。
　長島の記憶を語り継ぐ人は、年々少なくなっています。この
島に残された大切な記憶を、偏見や差別のない未来へとつ
なげていくことは、私たち一人ひとりの役割です。偏見や差別
は、決してハンセン病だけのものではありません。この島を世
界遺産に登録することで保存し、この島に残された大切な記
憶を語り継ぎ、未来へとつないでいきます。

瀬戸内市では、市民一人ひとりが性別、年齢、障がいの有無、国籍など
にとらわれず、自分らしく暮らせる社会を推進するため、多様性を認め
合える「ダイバーシティ社会」の実現を目指します。

ダイバーシティの
推進03 ジェンダーギャップの解消を目的と

して、市内公共施設の女性用トイレ
の個室に生理用品無料配布機器
OiTr（オイテル）を設置しています
（合計4箇所5台設置）。

瀬戸内市では令和４年10月に「瀬戸内市パートナーシップ・
ファミリーシップ宣誓制度」を導入しました。この制度は、相続
や財産上の権利や扶養義務など、法律上の権利や義務が発
生するものではありませんが、大切なパートナーや家族と共に、
ありのままの自分で暮らしていけるよう瀬戸内市が応援するも
のです。

①ダイバーシティへの
　主な取り組み

②パートナーシップ・
　ファミリーシップ宣誓制度

ハンセン病療養所の
入所者数（愛生園・光明園）

市役所の管理職における
女性職員の割合

32.0％180人

市役所男性職員の
育児休暇取得率

27.3％

▼瀬戸内市ポジショニング

令和4年4月1日 令和4年4月1日 令和4年3月31日
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子どもたちを笑顔に！
「食のしあわせプロジェクト」

瀬戸内市では結婚・出産・子育ての希望をかなえるため、子育て支援
策としてさまざまな事業を実施しています。04

①学校給食の地場産物（野菜、果樹など）の買い上げ
②化学肥料や化学農薬の使用量低減など環境負荷を低減した栽培技術普及
③子どもたちや保護者への食育
④子ども食堂の開催

食のしあわせプロジェクトの具体的な取組

外遊びを楽しむまち。瀬戸内市
「こどもひろばプロジェクト」

子育てしやすいと感じている
市民の割合

給食の地場産物の
使用率

6％63.5％

こどもひろばの
開催数

104回

▼瀬戸内市ポジショニング

詳しくはwebでチェック！

子育てするなら
瀬戸内市

令和4年市民まちづくり意識調査 令和3年度重量ベース 令和3年度

　瀬戸内市では、ふるさと納税を活用し、学校・園の給食の
地産地消の推進及び食材費の負担軽減、環境負荷低減の
栽培技術の普及、子ども達や保護者への食育の推進、子ど
も食堂の開催などに取り組むことで、瀬戸内市の豊かな農水

産物を活かした「食の大切さ」を起点として、子どもたちの郷
土愛の醸成と、農業や漁業の振興、地域経済の循環を目指
す「食のしあわせプロジェクト」を進めています。

　瀬戸内市では、「遊び場を増やしてほしい」「公園など子ども
と一緒に出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」という
子育て世代からのニーズに答えるため、多世代の市民の見守
りや参加により、豊かな自然や地域の魅力など、あるものを活
かした「こどもひろば」を推進しています。外遊びの普及に関す

る講演会の開催や遊びの環境づくりに関わる人材の養成、遊
びの道具や材料を積載した移動遊び場「プレーカー」と呼ぶ
車両を導入し、瀬戸内市全体が子どもの遊び場、居場所とな
るよう環境整備に取り組むことで、子どもの遊び環境を充実さ
せ、「外遊びを楽しむまち。瀬戸内市」を実現します。
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国際統合報告評議会（ⅠⅠＲＣ）

規制者、投資家、企業、基準設定主体、会計専門家および NGO（非規制者、投資家、企業、基準設定主体、会計専門家および NGO（非
政府組織）から構成される国際的な連合組織政府組織）から構成される国際的な連合組織

市ホームページ市ホームページ

詳しくはこちらから詳しくはこちらから

　瀬戸内市では、市民の年齢や生活形態、置かれている状況等
の違いに着目し、それぞれの状態ごとに目指すべき姿を展望し、
その状態を実現するための取組を積極的に進めています。その
成果については「市民まちづくり意識調査」により定期的に把握
しています。

　瀬戸内市を取り巻く課題は複雑多様化しており、市役所の各
担当部署だけで解決できない課題も増えています。そのような課
題に対応するため、組織を横断した推進体制を構築するととも
に、市民、市民団体、企業等とも協働し、課題解決に向けて取り
組んでいます。

誰もがしあわせに暮らすために

困難な課題の解決に向けて

持続可能な
まちづくりのために

瀬戸内市の取組実績

P R O J E C T
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市ホームページで市ホームページで
公開しています公開しています

　備前市・瀬戸内市の２市は、平成28年4月1日に「備前市
瀬戸内市監査委員事務局」を設置し、監査委員に関する事
務を共同で行っています。
　地方公共団体では、経済・福祉・環境・教育・インフラ・
文化等さまざまな分野の事業・施策・政策を展開しており、
監査機能の強化が求められていますが、備前市や瀬戸内
市のような小規模な地方公共団体では監査委員事務局の
職員数が非常に限られ、人材育成も容易ではなく、人事
ローテーションなどに起因する職員の経験不足や監査対
象部署からの独立性が不十分といった課題がありました。
そこで、監査委員事務局を共同設置し、スタッフを増やすこ
とで監査体制を強化し、事務の効率化と専門性・独立性を
高め、組織的な監査を行っていくこととしました。
　「備前市瀬戸内市監査委員事務局」は、備前市、瀬戸内
市それぞれに置かれている監査委員の指揮命令を受け、組

織上も２市それぞれの組織の一部（備前市の監査委員事
務局でもあり瀬戸内市の監査委員事務局でもある）となっ
ています。この取組は新しい事務の共同処理の形であり、
合併などとは異なり各構成団体の主体性が維持されること
が特徴であり、それぞれの市の実情に合った体制を維持し
ながら、組織的な監査を行うことができます。
　事務の共同処理方式としての機関の共同設置は、効率
的な行政運営や事務の補完を可能にすることを目的とした
地方自治法上の制度ですが、平成23年の法改正により共
同設置の範囲が拡大され、委員会又は委員の事務局や市
長部局の内部組織についても可能となったことにより、監
査委員事務局の共同設置に至りました。この法改正による
共同設置の事例としては、大阪府内の市町村において複
数ありますが、いずれも市長部局における内部組織であり、
監査委員事務局では全国初の事例です。

　内部監査とは、法令の遵守、事務処理のミス防止等の観
点から、地方自治法に規定されている監査委員による監査
とは別に実施する、市の職員による市行政組織内部の監査

のことです。内部監査室では、個別外部監査制度に関する
ことや公益通報者保護に関する事務を行い、自治体の内部
統制を図っています。

ガバナンス

備前市瀬戸内市監査委員事務局

内部監査室

組織図 （令和５年４月１日現在）

瀬戸内市議会

　議会は、瀬戸内市をより快適で、安全・安心なまちにして
いくための施策を話し合う場です。市長が提案する予算
（案）、条例（案）等を審議し、市政の執行を監視する役割を
担っています。議会運営をより活性化させるため、令和３年
度にタブレット端末等を導入し、ペーパーレス会議を実現

しました。これにより、議会・議員活動の効率化と、印刷経
費や作業時間等のコスト削減を図っています。議員は、市
民の立場から議会の場で市民の意見を取り上げたり、市の
施策に対して批判、監視することで、よりよい市政の実現の
ために活動しています。

市長 副市長 Ｄ Ｘ 戦 略 室

ダイバーシティ推 進 室

総 務 課

内 部 監 査 室

危 機 管 理 課

地域安全推進室

財 政 課

契 約 管 財 課

秘 書 広 報 課

企 画 振 興 課

まちなみ企画室

ＳＤＧｓ推進室

市 民 課

国 保 年 金 医 療 給 付 課

税 務 課

牛 窓 支 所

長 船 支 所

裳 掛 出 張 所

生 活 環 境 課

クリーンセンター

衛生センター

福 祉 課

い き い き 長 寿 課

トータルサポートセンター

こ ど も 家 庭 課

健 康 づ く り 推 進 課

建 設 課

建 築 住 宅 課

産 業 振 興 課

文 化 観 光 課

博 物 館

美 術 館

総 務 課

警 防 課

予 防 課

通 信 指 令 室

消 防 署

牛 窓 分 駐 所

長 船 分 駐 所

瀬 戸 内 市 民 病 院

裳 掛 診 療 所

上 水 道 業 務 課

上 水 道 施 設 課

下 水 道 課

保育所、こども園

出 納 室

総 務 学 務 課

社 会 教 育 課

小 学 校

中 学 校

幼 稚 園

調 理 場

青少年育成センター

公 民 館

ス ポ ー ツ 公 園

図 書 館

議 会 事 務 局

監 査 委 員 事 務 局

総 務 部

総合政策部

市 民 部

環 境 部

福 祉 部

産業建設部

消 防 本 部

病院事業部

上下水道部

こども・健康部
（福祉事務所）

会計管理者

教育委員会

議 会

議監査委員会

（教育機関）

（事務局）教育長

事 業
管理者
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瀬戸内市統合報告書2022の概要

　市では、持続的なまちづくりのため、市民の皆さんに公正な情報を共有するとともに、多くの人に瀬戸内市をア
ピールすることを目的として「瀬戸内市統合報告書 2022」を作成し、令和５年３月に公開しました。この統合報告
書では、本市の戦略や課題、事業実績などを分かりやすく説明しており、瀬戸内市の魅力を発信するためのツール
にもなるものです。現在、「瀬戸内市統合報告書 2023」の作成を進めており、完成後は市ホームページで公開します。

統合報告書 2022統合報告書 2022

　市では、市の最上位計画である「第３次瀬戸内市総合計画」の基本計画にＳＤ G ｓの目指す 17 のゴールを関連
付けることで、総合計画とＳＤ G ｓを一体的に推進し、誰もがしあわせを実感できるまちを目指しています。
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毎
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、
世
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人
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」

と
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め
、
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月
４
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ら
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ま
で
の
１
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と
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呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
を
自
分
や
自
分
の

身
近
な
人
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

「『
誰
か
』
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。」

を
啓
発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

  
第
75
回
人
権
週
間
が

  
始
ま
り
ま
す

問
  

宝
く
じ
の
助
成
金
で

  

和
太
鼓
な
ど
を
購
入

　
長
船
町
美
和
地
域
に
お
い
て
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
和
太
鼓
チ
ー
ム
「
美
和
太
鼓

と
っ
か
ぁ
ず
」
が
、
令
和
５
年
度

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
、
活
動
で
使
用
す
る
太
鼓
な

ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
行
う
地
域
の
連
帯
感
に
基

づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
事

業
を
対
象
に
助
成
を
行
う
も
の

で
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問

購入した和太鼓など

　
市
で
は
、
本
年
度
に
新
た
に
狩

猟
免
許
を
取
得
し
、
有
害
鳥
獣
の

駆
除
活
動
に
従
事
す
る
意
思
の
あ

る
人
に
対
し
て
、
申
請
手
数
料
お

よ
び
講
習
会
受
講
料
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。該
当
す
る
人
は
、

左
記
の
関
係
書
類
を
産
業
振
興
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類

　

・
瀬
戸
内
市
狩
猟
免
許
取
得
助
成

　
金
交
付
申
請
書

　

・
狩
猟
免
状
の
写
し

　

・
講
習
会
受
講
料
領
収
書
の
写
し

※
申
請
書
は
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

▽
提
出
締
切

　
令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）

　
午
後
５
時
必
着

　
産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-
２
４-

７
２
２
１

  

本
年
度
に
狩
猟
免
許
を

  

取
得
し
た
人
へ
の
助
成

問

市ホームページ

  

離
職
者
の
国
保
税
軽
減 

  

制
度

　
解
雇
や
倒
産
な
ど
の
非
自
発
的

な
離
職
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
人
の
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
軽
減
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者

　
離
職
時
に
64
歳
以
下
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
次
に
該
当
す
る
人

【
対
象
と
な
る
離
職
理
由
コ
ー
ド
】

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32
）

雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
23
、
33
、
34
）

▽
軽
減
額

　
保
険
税
は
前
年
の
所
得
な
ど
に

よ
り
算
定
し
ま
す
が
、
前
年
の
給

与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て

計
算
し
ま
す
。

▽
軽
減
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
、
翌
年
度
末
ま
で

　
（
例
：
令
和
５
年
10
月
31
日
離

職
の
場
合
、
令
和
５
年
11
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
）

▽
必
要
書
類

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
国
保
年
金
医
療
給
付
課　
　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

  

エ
イ
ズ
な
ど
の

  

臨
時
夜
間
検
査
の
ご
案
内

問  

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

  （
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）
で

  

冬
を
快
適
に

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、

日
々
の
生
活
の
中
で
地
球
に
や
さ

し
い
「
賢
い
選
択
」
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
冬
は
暖
房
な
ど
で
一
番
電
気
を

使
う
季
節
で
す
。
家
庭
で
簡
単
に

で
き
る
節
電
対
策
で
、
か
し
こ
く

節
電
し
ま
し
ょ
う
。

【
身
近
に
で
き
る
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
】

効
率
よ
く
部
屋
を
暖
め
よ
う　

　

・
夜
は
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
部
屋

　
の
暖
か
い
空
気
を
逃
が
さ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

待
機
電
力
を
カ
ッ
ト

　

・
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
コ
ン

　
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

暖
房
は
工
夫
し
て
使
お
う

　

・
エ
ア
コ
ン
は
設
定
温
度
や
風
向

　
き
を
工
夫
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
部
屋
の
湿
度
を
上
げ
る
こ
と
で

　
体
感
温
度
が
上
が
り
ま
す
。

冷
蔵
庫
も
工
夫
し
て
使
お
う

　

・
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
を
季
節
に

　
よ
っ
て
見
直
す
こ
と
で
節
電
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
球
の
た
め
に
一
人
一
人
が
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず

つ
、
地
球
に
も
家
計
に
も
優
し
い

選
択
を
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
備
前
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」（
12
月
１
日
）
に
あ

わ
せ
て
、特
例
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
匿
名
・
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜

日
に
定
例
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
特
例
検
査
・
定
例
検
査

と
も
に
、
必
ず
、
前
日
の
17
時
ま

で
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
即
日
検
査
、
通

　
常
検
査
）、
性
器
ク
ラ
ジ
ミ
ア

　
感
染
症
検
査
、
梅
毒
検
査
、
肝

　
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

【
特
例
検
査
】

▽
日
時　
12
月
８
日
（
金
）

　
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

【
定
例
検
査
】

▽
日
時　
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 　
岡
山
県
備
前
保
健
所

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

問

　
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
15
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分
、

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
対
象
者　
男
性
17
～
69
歳
、　

　
女
性
18
～
69
歳

※
体
重
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
～
69
歳
の
人
の
献
血
に
つ
い

　
て
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

　
経
験
の
あ
る
人
の
み
が
対
象

▽
持
参
物　
献
血
カ
ー
ド

　
初
め
て
の
人
は
、
本
人
確
認
が

　
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
６
１

  
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問

イラスト協力
はっしぃ

ミニ手話コーナーミニ手話コーナー

二次元コードを
読み込んでみよう！ミミニニ手手話話ココーーナナーー

≪≪手手話話でで【【ああいいささつつ】】をを表表現現ししててみみよようう‼‼≫≫ イラスト協力

ＱＲコードを

読み込んでみよう

今月の手話が

動画で見られます

グーにした手をこめ
かみに当てて、頭を
こぶし側にかしげて、
手をおろすのと同時
に頭を上げる

この辺りに
QRコード

おはよう こんにちは

右手をチョキにして
額にあてる
※時計の針が 時をさ
している状態を表して
います

こんばんは

両手をパーにして前
にむけ、目の前で交
差させるように弧を
描いて引き寄せる

今月の手話が動画
で見られます

　単胎妊娠の場合は出産予定日または出産日の前月から４か月間、多胎妊娠の場合は出産予定日または出
産日の３カ月前から６カ月間免除されます。この免除期間は、保険料を納付したとして老齢基礎年金の受
給額に反映されます。また、付加保険料を納めることができます。
　対象者は、国民年金第１号被保険者で平成 31 年２月１日以降に出産された人です。任意加入期間の人
は対象になりません。
　届出は、出産予定日の６カ月前からでき、出産後でも可能です。また、平成 31 年２月１日以降に出産
をしている人で届出をしていない場合は、今からでもお手続きできます。届出の際、母子健康手帳など出
産予定日が確認できるものをご持参ください。　

　国保年金医療給付課
☎０８６９- ２２- １７９０
　岡山東年金事務所
☎０８６９- ２７０- ７９２５『自動音声案内２→２』

ねん きん のお はな し♪

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！

問

問
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　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　

　瀬戸内市鳥獣被害防止対策協議会では、鳥獣の生態や総合的な対策方法についてのセミナーを開催します。
今年度は、講師に株式会社野生鳥獣対策連携センター　阿部豪氏をお招きして邑久・牛窓・長船地域での開
催を予定しています。
　参加を希望する人は各会場の開催日の３日前までに電話、ＦＡＸまたはメールで、住所、氏名、電話番号
をご連絡ください。また、セミナーは３会場とも同様の内容です。より多くの人に参加していただくため、
申込は一人１会場とします。なお、定員に達した場合、参加申し込みを締め切ります。

　瀬戸内市鳥獣被害防止対策協議会事務局（産業振興課内）
☎０８６９ - ２４ - ７２２１    
FAX ０８６９ - ２２ - ３９６５  
 mail:sangyou@city.setouchi.lg.jp

問

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
早
期
就
職
の
た

め
の
公
的
職
業
訓
練
で
す
。

　
今
回
、
１
月
～
３
月
に
開
講
す

る
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
募
集
科
】

　
事
務
・
デ
ザ
イ
ン
・
介
護
福
祉

分
野
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
１
～
６  

　
か
月
）
な
ど
は
各
コ
ー
に
よ
っ

　
て
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し

　
く
は
、「
高
齢
・
障
害
・
求
職

　
者
雇
用
支
援
機
構
岡
山
支
部
」

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

【
受
講
料
】

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）を
満
た
す
人
に
対
し
て
は
、

　
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

　
10
万
円
＋
交
通
費
（
所
定
の
額
」

　
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り  

　
ま
す
。（
所
定
の
手
続
き
が
必

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

要
で
す
。）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　
　

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
や
指
導

者
を
対
象
に
、
全
国
で
コ
ー
チ

ン
グ
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る

年ね
ん
じ
ゅ
う中

夢む
き
ゅ
う球

（
本
間
一
平
）
氏
を

お
招
き
し
、
野
球
を
事
例
に
し
た

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解

消
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
「
野
球
は
男
性
が
す
る
ス
ポ
ー

ツ
？
」「
お
茶
出
し
は
女
性
が
す

る
仕
事
？
」
い
つ
の
間
に
か
固
定

化
さ
れ
た
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

に
気
付
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
上
で
の
心
構
え
や
子
ど
も

た
ち
と
の
向
き
合
い
方
も
身
に
着

く
、
そ
ん
な
講
演
会
で
す
。 高齢・障害・求職者雇用

支援機構　岡山支部

  

講
演
会
「
親
子
で
考
え

  

る
心
の
野
球
～
気
づ
き

  

と
学
び
で
ア
ッ
プ
デ
ー

  

ト
～
」
を
開
催
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
10
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

▽
場
所　
岡
山
学
芸
館
高
校　
明

　
道
館

▽
講
師

　
年
中
夢
球
（
本
間
一
平
）　
氏

▽
定
員　
３
０
０
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終

　
了
し
ま
す
。

▽
対
象

　
概
ね
小
学
生
か
ら
大
人　
ま
で

▽
申
込
方
法　
電
話
、
メ
ー
ル
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
申
込
フ
ォ
ー
ム

※
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　
は
、
参
加
者
の
①
氏
名
②
住
所

　
③
電
話
番
号
④
年
齢
（
学
年
）

　
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

12
月
７
日

（木）

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

申込フォーム

mail：
diversity@city.setouchi.lg.jp

募  

集

お
知
ら
せ

催
し
物

相  

談

募  

集

成人について考える②    消 費 生 活消 費 生 活
安心安心ほっとほっとライフライフ

　一度契約すれば原則として勝手に取り消すことがで
きませんが、契約の取消などをできる場合があります。
　例えば、未成年者（18 歳未満）が保護者などの同
意を得ないで行った契約の申し込みは、原則として取
消ができます。ただし、未成年者の契約であっても、
取消ができない場合もあります。

・婚姻している場合
・保護者などの同意がある場合
・処分を許された範囲内（小遣い程度）の契約の場合
・未成年者が詐術を用いた場合

（未成年者なのに成年であるとうそをついたり、保護
者などの同意を得ているとうそをついて、相手を信用
させて契約した場合）・・・など
　成人年齢引き下げにより、18 歳・19 歳の人は未成
年者取消ができなくなりました。

　しかし、18 歳以上の人でも、事実と異なる説明が
された場合（不実告知）や断っても強引に引き留めら
れた場合（退去妨害）など、事業者からの不当な勧誘
によって、誤認したり困惑したりして締結した契約に
ついては、後から取消ができることとなっています。
　また、訪問販売や電話勧誘販売、特定継続的役務提
供（エステや語学教室など）などであれば、一定期間
内はクーリング・オフによる契約解除が可能です。

　契約する際は慎重に行い、不安に感じることがあれ
ば、消費生活センターなどに相談しましょう。　
　瀬戸内市消費生活センター
☎０８６９ - ２４ - ８０１１
※『消費者ホットライン ☎局番なし 188（ｲﾔﾔ !）』で
　もつながります。

契約が取り消せる場合契約が取り消せる場合

問

  
食
品
衛
生
法
の
改
正

　
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
漬
物

（
野
菜
の
漬
物
、浅
漬
け
、梅
干
し
、

ピ
ク
ル
ス
な
ど
）、
常
温
保
存
が

可
能
な
密
封
包
装
食
品
（
ジ
ャ
ム

や
真
空
包
装
さ
れ
た
餅
な
ど
）
や

水
産
製
品（
魚
介
類
の
干
物
な
ど
）

を
製
造
し
て
販
売
す
る
に
は
「
営

業
許
可
」が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

【
許
可
の
取
得
期
限
】

　

・
令
和
３
年
５
月
31
日
以
前
か
ら

　

製
造
し
て
い
る
人

↓
令
和
６
年
５
月
31
日
ま
で
に
許 

　
可
が
必
要

　

・
令
和
３
年
６
月
１
日
以
降
に
製

　

造
を
始
め
た
人

↓
営
業
開
始
ま
で
に
許
可
が
必
要

　
漬
物
や
常
温
保
存
が
可
能
な
密

封
包
装
食
品
、
水
産
製
品
を
製
造

し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
許
可
を
取

得
し
て
い
な
い
人
は
備
前
保
健
所

衛
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
備
前
保
健
所
衛
生
課

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
４
７

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

問

　
聴
覚
障
害
者
な
ど
の
意
思
疎
通

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
手

話
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
（
基

礎
課
程
）
を
修
了
し
た
人
も
し
く

は
そ
れ
に
該
当
す
る
講
座
を
修
了

し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
日
時

　
令
和
６
年
１
月
19
日
～
２
月
９

　
日
（
毎
週
金
曜
日
）

　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

　
全
４
回
の
連
続
講
座

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
参
加
費　
無
料

　

(

テ
キ
ス
ト
は
手
話
奉
仕
員
養

　
成
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
ま
す)

▽
定
員　
25
人

▽
申
込
期
限

　
令
和
６
年
１
月
12
日(

金)

　
福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
８
４
７

FAX
０
８
６
９-

２
４-

８
８
４
０

募　
　

集

  

手
話
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー

  

ア
ッ
プ
講
座

  

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

  

登
録
者
の
募
集
（
急
募
）

　
市
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
行
う
検
針
員
登
録
者
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

▽
業
務
内
容

　
市
内
各
世
帯
お
よ
び
事
業
所
な

ど
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
、
奇
数
月

の
15
日
か
ら
25
日
の
間
の
基
準
日

を
も
と
に
検
針
す
る
業
務
で
す

（
検
針
件
数
は
１
地
区
あ
た
り
概

ね
３
０
０
件
か
ら
６
０
０
件
程
度
。

地
区
に
よ
り
件
数
は
異
な
り
ま

す
）。

▽
委
託
料

　
検
針
委
託
料
の
単
価
は
84
円
／

件
（
委
託
契
約
の
た
め
、
社
会
保

険
、雇
用
保
険
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

傷
害
保
険
が
あ
り
ま
す
。）

▽
応
募
資
格

　

・
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人
で
、

瀬
戸
内
市
の
土
地
勘
の
あ
る
人

　

・
責
任
を
持
っ
て
検
針
用
端
末
の

操
作
や
管
理
が
で
き
、
期
日
に
検

針
の
で
き
る
人

▽
そ
の
他　

詳
細
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

上
水
道
業
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

問
申

問

獣害対策セミナーを開催します！

問

問

【邑久】
▷日時　令和６年１月 26 日 ( 金 )　午後２〜４時
▷場所　中央公民館（邑久）２階ホール
　　　　（瀬戸内市　邑久町尾張 465 番地１）
▷定員　300 人

【牛窓】
▷日時　令和６年２月２日 ( 金 )　午後２〜４時
▷場所　牛窓町公民館　２階大講座室
　　　　（瀬戸内市牛窓町　牛窓 4910 番地１）
▷定員　200 人

【長船】
▷日時　令和６年２月９日 ( 金 ) 　午後２〜４時
▷場所　長船町公民館　2 階大会議室
　　　　（瀬戸内市長船町土師 1175 番地１）
▷定員　150 人

　

　



相　
　

談

　
「
結
婚
し
た
い
け
れ
ど
出
会
い

の
機
会
が
な
い
」「
子
ど
も
の
結

婚
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」
な
ど

の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
結
婚
に
関
す
る
お
悩
み
が
あ
る

人
に
向
け
て
、
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
17
日
（
日
）　

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
（
１
組
約
40
分
）

▽
場
所　
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
８
組

▽
対
象
者　
結
婚
希
望
者
ま
た
は

　
結
婚
希
望
者
の
親
族

▽
申
込
期
限　
12
月
８
日
（
金
） 

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。　

　　
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
結
婚
支
援

協
議
会
（
こ
ど
も
家
庭
課
内
）

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
１
５

  

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
に

  

よ
る
相
談
会

問

催
し
物

  

特
別
展　
「
生
誕
１
０
０
年
記
念   

  

竹
田
喜
之
助
人
形
展
」　　
　

   

　　

岡
山
県
邑
久
郡
（
現
・
瀬
戸
内

市
）
出
身
の
人
形
作
家
・
竹
田
喜

之
助
の
人
形
が
長
野
県
か
ら
里
帰

り
し
ま
す
。

　
喜
之
助
の
糸
操
り
人
形
は
理
想

の
動
き
を
追
及
し
た
か
ら
く
り

や
、
材
料
の
独
自
性
か
ら
「
喜
之

助
人
形
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
公
演

は
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
展
は
喜
之
助
の
生
誕
１
０
０

年
を
記
念
し
、
岡
山
初
公
開
の
作

品
を
含
む
約
90
体
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
糸
操
り
人
形
に

触
れ
る
体
験
講
座
な
ど
も
開
催
し

ま
す
。

▽
開
催
期
間　

12
月
17
日
（
日
）

　
ま
で

▽
観
覧
料　
一
般
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

●
糸
操
り
人
形
体
験
講
座

▽
日
時　

12
月
３
日
（
日
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
申
込　

不
要

●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

マ
リ
ン
バ
＆
ピ
ア
ノ

▽
日
時　

12
月
17
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
申
込　

不
要

※
イ
ベ
ン
ト
は
美
術
館
入
館
者
が

　
対
象
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　122023 年 　　 月の予定
問い合わせ・予約先など問い合わせ・予約先など1 金

2 土
体 瀬戸内市スポーツ協会ゴルフ大会　9：00　長船カントリークラブ
体 瀬戸内市スポーツウェルネス吹矢教室対抗戦
　9：00　玉津体育館

3 日

体 瀬戸内市招待ソフトテニス大会　8：00　邑久スポーツ公園
体 瀬戸内市バトミントン大会　8：00　邑久中学校体育館
体 瀬戸内市長杯空手道錬成大会　9：00　B&G 海洋ｾﾝﾀｰｱﾘｰﾅ
体 歩こう会　千手山弘法寺ｺｰｽ　9：00　邑久スポーツ公園集合

4 月

5 火

6 水 ⑦１歳６カ月児健診【対象：令和４年５月生】
13：15 ～ 13：45　中央公民館

７ 木 ⑧窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

８ 金 ④離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　中央公民館
⑥精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　瀬戸内市役所

9 土

10 日
体 硬式テニス交流会 9：00　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園　
⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 16：40　瀬戸内市役所

11 月
12 火

13 水 ⑦乳児健診（4 カ月児）【対象：令和 5 年７月生】
　13：15 ～ 13：45　中央公民館

14 木 ⑤こころの健康相談　13：30 ～ 16：30　瀬戸内市役所
⑦２歳児健診【対象：令和３年８月生】　13：15 ～ 13：45　中央公民館

15 金
16 土
17 日
18 月
19 火 ③育児相談　9：30 ～ 11：00　中央公民館

20 水 ⑦３歳児健診【対象：令和２年６月生】　13：15 ～ 13：45　中央公民館

21 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

22 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　長船支所
④離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　10：00 ～ 11：30　中央公民館

23 土
24 日
25 月
26 火
27 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所

28 木 官公庁仕事納め
29 金
30 土
31 日

刀 美

　　「新収蔵品展」(11 月 25 日〜２月４日）

　　「生誕 100 年記念 竹田喜之助人形展」（10 月 24 日〜 12 月 17 日）美

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市スポーツ協会の行事
　問瀬戸内市スポーツ協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　https://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問ダイバーシティ推進室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
③育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０６１
④離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　 定員：４～６カ月児８人、７・８カ月児６人、９～ 12 カ月児６人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０３１
⑤こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０３１
⑥精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑦子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０６１
⑧窓口業務の時間延長（市民課、税務課等の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細は
　　お問い合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　 ・ 国保年金医療給付課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口、�
※交付については事前予約が必要です。
　 市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５

※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予にじいろスクエアせとうち　☎０８６９ - ２４ - ８８６２
○住宅増改築相談�
　【相談員：住宅相談員（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予建築住宅課　☎０８６９ - ２２- ２６４９

問予

問予

人の動き《令和５年 11 月１日現在、かっこ内は前月比》

人口  ３６，４９２人 （＋８３） 男 １７，６４７人  （＋３７）

世帯 １６，１２７世帯 （＋８８） 女 １８，８４５人  （＋４６）

12 月 25 日（月）が納付期限の市税・保険料

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

刀

休
館
日

固定資産税【3 期】　国民健康保険税・介護保険料【6 期】
後期高齢者医療保険料【3 期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

竹田喜之助「鶴の笛」

問

縁結びサポーターによる相談会

  ▽ 日時　12 月 17 日（日）　午後１時～午後５時　　　　　　 ▽ 場所　備前市市民センター ( 備前市西片上 17-2）         
  ▽ その他　詳細については本誌 12 ページをご確認ください               こども家庭課内  ☎０８６９- ２４- ８０１５問
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休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

市ホームページ

ご家族、武久市長とともに記念撮影をする北谷さん（写真中央）

　　いい   つまでもお元気で�  つまでもお元気で� 100 歳を迎えた高齢者をお祝い100 歳を迎えた高齢者をお祝い 　

　９月５日に満 100 歳を迎えた北谷律子さん（長船町西
須恵）のお祝いに、９月 19 日、武久市長らが自宅を訪問
しました。北谷さんは家族とともに「ありがとうございま
す」と笑顔でお祝い状を受け取りました。
　結婚前は郵便局に勤め、結婚後は農業に従事していまし
た。おしゃべりが好きで、なんでもやってみたいと好奇心
が旺盛な性格です。
　長寿の秘訣は「明るく感謝の気持ちを持つこと」。現在
はデイサービスに通いながら自宅でゆったりと過ごされて
います。
　北谷さん、これからもますますお元気でお過ごしください。

休
館
日

休
館
日

まま  ちち  のの  話話  題題
そのほかの話題はこちらから ▶

（問）秘書広報課：☎０８６９- ２４- ７０９５

お
知
ら
せ

募  

集

催
し
物

相  

談




